
○
文
部
科
学
省
令
第
十
九
号

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
五
十
二
条
、
第
五
十
九
条
（
第
七
十
条
及
び
第
八
十
二
条
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
六
十
八
条
、
第
七
十
七
条
及
び
第
百
四
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日

文
部
科
学
大
臣

下
村

博
文

学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
六
条
中
「
欠
席
し
て
い
る
」
を
「
欠
席
し
引
き
続
き
欠
席
す
る
」
に
改
め
る
。

第
八
十
六
条
中
「
欠
席
し
て
い
る
」
を
「
欠
席
し
引
き
続
き
欠
席
す
る
」
に
、
「
者
又
は
」
を
「
者
若
し
く
は
」
に
改
め
、

「
、
高
等
学
校
に
入
学
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
」
の
下
に
「
又
は
疾
病
に
よ
る
療
養
の
た
め
若
し
く
は
障
害
の
た
め
、

相
当
の
期
間
高
等
学
校
を
欠
席
す
る
と
認
め
ら
れ
る
生
徒
、
高
等
学
校
を
退
学
し
、
そ
の
後
高
等
学
校
に
入
学
し
て
い
な
い
と

認
め
ら
れ
る
者
若
し
く
は
学
校
教
育
法
第
五
十
七
条
に
規
定
す
る
高
等
学
校
の
入
学
資
格
を
有
す
る
が
、
高
等
学
校
に
入
学
し

kabuto
別添１



て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
」
を
加
え
る
。

第
八
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
八
十
八
条
の
二

高
等
学
校
は
、
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
授
業
を
、
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
高
度
に

利
用
し
て
、
当
該
授
業
を
行
う
教
室
等
以
外
の
場
所
で
履
修
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
十
六
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
全
課
程
の
修
了
の
要
件
と
し
て
修
得
す
べ
き
七
十
四
単
位
の
う
ち
、
第
八
十
八
条
の
二
に
規
定

す
る
授
業
の
方
法
に
よ
り
修
得
す
る
単
位
数
は
三
十
六
単
位
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

第
百
十
三
条
第
三
項
中
「
第
八
十
一
条
」
の
下
に
「
、
第
八
十
八
条
の
二
」
を
加
え
、
同
項
後
段
中
「
第
九
十
六
条
」
を
「

第
九
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
百
三
十
三
条
中
「
前
二
条
」
を
「
第
百
三
十
二
条
又
は
第
百
三
十
二
条
の
二
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
全
課
程
の
修
了
の
要
件
と
し
て
特
別
支
援
学
校
高
等
部
学
習
指
導
要
領
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
校
長
が
定
め
る
単
位
数
又
は
授
業
時
数
の
う
ち
、
第
百
三
十
五
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
十
八
条
の
二
に
規
定

す
る
授
業
の
方
法
に
よ
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
全
課
程
の
修
了
要
件
と
し
て
定
め
ら
れ
た
単
位
数
又
は
授
業
時
数
の
二
分
の



一
に
満
た
な
い
も
の
と
す
る
。

第
百
三
十
五
条
第
五
項
中
「
第
八
十
一
条
」
の
下
に
「
、
第
八
十
八
条
の
二
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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○

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
（
第
二
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
五
十
六
条

小
学
校
に
お
い
て
、
学
校
生
活
へ
の
適
応
が
困
難
で
あ
る
た
め
相
当
の

第
五
十
六
条

小
学
校
に
お
い
て
、
学
校
生
活
へ
の
適
応
が
困
難
で
あ
る
た
め
相
当
の

期
間
小
学
校
を
欠
席
し
引
き
続
き
欠
席
す
る
と
認
め
ら
れ
る
児
童
を
対
象
と
し
て
、

期
間
小
学
校
を
欠
席
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
児
童
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
実
態
に

そ
の
実
態
に
配
慮
し
た
特
別
の
教
育
課
程
を
編
成
し
て
教
育
を
実
施
す
る
必
要
が
あ

配
慮
し
た
特
別
の
教
育
課
程
を
編
成
し
て
教
育
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
文
部
科

る
と
文
部
科
学
大
臣
が
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る

学
大
臣
が
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
五
十
条
第
一
項
、
第
五
十
一
条
又
は
第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ

り
、
第
五
十
条
第
一
項
、
第
五
十
一
条
又
は
第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
ら
な
い
こ
と

ら
な
い
こ
と
が
で
き
る

が
で
き
る
。

第
八
十
六
条

高
等
学
校
に
お
い
て
、
学
校
生
活
へ
の
適
応
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
相

第
八
十
六
条

高
等
学
校
に
お
い
て
、
学
校
生
活
へ
の
適
応
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
相

当
の
期
間
高
等
学
校
を
欠
席
し
引
き
続
き
欠
席
す
る
と
認
め
ら
れ
る
生
徒
、
高
等
学

当
の
期
間
高
等
学
校
を
欠
席
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
生
徒
、
高
等
学
校
を
退
学
し

校
を
退
学
し
、
そ
の
後
高
等
学
校
に
入
学
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
若
し
く
は

、
そ
の
後
高
等
学
校
に
入
学
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
又
は
学
校
教
育
法
第
五

学
校
教
育
法
第
五
十
七
条
に
規
定
す
る
高
等
学
校
の
入
学
資
格
を
有
す
る
が
、
高
等

十
七
条
に
規
定
す
る
高
等
学
校
の
入
学
資
格
を
有
す
る
が
、
高
等
学
校
に
入
学
し
て

学
校
に
入
学
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
又
は
疾
病
に
よ
る
療
養
の
た
め
若
し
く

い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
実
態
に
配
慮
し
た
特
別
の
教
育
課

は
障
害
の
た
め
、
相
当
の
期
間
高
等
学
校
を
欠
席
す
る
と
認
め
ら
れ
る
生
徒
、
高
等

程
を
編
成
し
て
教
育
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
文
部
科
学
大
臣
が
認
め
る
場
合
に

学
校
を
退
学
し
、
そ
の
後
高
等
学
校
に
入
学
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
若
し
く

お
い
て
は
、
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
八
十
三
条
又
は
第

は
学
校
教
育
法
第
五
十
七
条
に
規
定
す
る
高
等
学
校
の
入
学
資
格
を
有
す
る
が
、
高

八
十
四
条
の
規
定
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

等
学
校
に
入
学
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
実
態
に
配
慮

し
た
特
別
の
教
育
課
程
を
編
成
し
て
教
育
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
文
部
科
学
大

臣
が
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

第
八
十
三
条
又
は
第
八
十
四
条
の
規
定
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
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第
八
十
八
条
の
二

高
等
学
校
は
、
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

（
新
設
）

授
業
を
、
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
高
度
に
利
用
し
て
、
当
該
授
業
を
行
う
教
室
等
以
外

の
場
所
で
履
修
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
十
六
条

校
長
は
、
生
徒
の
高
等
学
校
の
全
課
程
の
修
了
を
認
め
る
に
当
た
つ
て

第
九
十
六
条

（
同
上
）

は
、
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
七
十
四
単
位
以
上
を
修

得
し
た
者
に
つ
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
八
十
五
条
、
第
八
十

五
条
の
二
又
は
第
八
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
高
等
学
校
の
教
育
課
程
に
関
し
第
八

十
三
条
又
は
第
八
十
四
条
の
規
定
に
よ
ら
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
文
部
科
学
大
臣

が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
全
課
程
の
修
了
の
要
件
と
し
て
修
得
す
べ
き
七
十
四
単

（
新
設
）

位
の
う
ち
、
第
八
十
八
条
の
二
に
規
定
す
る
授
業
の
方
法
に
よ
り
修
得
す
る
単
位
数

は
三
十
六
単
位
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

第
百
十
三
条

（
略
）

第
百
十
三
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
八
十
一
条
、
第
八
十
八
条
の
二
、
第
八
十
九
条
、
第
九
十
二
条
、
第
九
十
三
条

３

第
八
十
一
条
、
第
八
十
九
条
、
第
九
十
二
条
、
第
九
十
三
条
、
第
九
十
六
条
か
ら

、
第
九
十
六
条
か
ら
第
百
条
ま
で
、
第
百
一
条
第
二
項
、
第
百
二
条
、
第
百
三
条
第

第
百
条
ま
で
、
第
百
一
条
第
二
項
、
第
百
二
条
、
第
百
三
条
第
一
項
及
び
第
百
四
条

一
項
及
び
第
百
四
条
第
二
項
の
規
定
は
、
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
に
準
用
す
る

第
二
項
の
規
定
は
、
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
十
六
条
第
一
項
中
「
第
八
十
五
条
、
第
八
十
五
条
の

て
、
第
九
十
六
条
中
「
第
八
十
五
条
、
第
八
十
五
条
の
二
又
は
第
八
十
六
条
」
と
あ

二
又
は
第
八
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

る
の
は
「
第
百
八
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
八
十
五
条
、
第
八

用
す
る
第
八
十
五
条
、
第
八
十
五
条
の
二
又
は
第
八
十
六
条
」
と
、
「
第
八
十
三
条

十
五
条
の
二
又
は
第
八
十
六
条
」
と
、
「
第
八
十
三
条
又
は
第
八
十
四
条
」
と
あ
る

又
は
第
八
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
十

の
は
「
第
百
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
十
三
条
又
は
第
八
十
四
条
の
規

三
条
又
は
第
八
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
文
部
科
学
大
臣
が
公
示
す
る
高
等
学
校
学

定
に
基
づ
き
文
部
科
学
大
臣
が
公
示
す
る
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
」
と
読
み
替
え

習
指
導
要
領
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

る
も
の
と
す
る
。
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第
百
三
十
三
条

校
長
は
、
生
徒
の
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
の
全
課
程
の
修
了
を
認

第
百
三
十
三
条

校
長
は
、
生
徒
の
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
の
全
課
程
の
修
了
を
認

め
る
に
当
た
つ
て
は
、
特
別
支
援
学
校
高
等
部
学
習
指
導
要
領
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

め
る
に
当
た
つ
て
は
、
特
別
支
援
学
校
高
等
部
学
習
指
導
要
領
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
百
三
十
二
条
又
は
第
百
三
十
二
条
の
二
の
規

よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
前
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
特
別
支
援
学
校
の
高

定
に
よ
り
、
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
の
教
育
課
程
に
関
し
第
百
二
十
八
条
及
び
第

等
部
の
教
育
課
程
に
関
し
第
百
二
十
八
条
及
び
第
百
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
ら
な
い

百
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
ら
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め

場
合
に
お
い
て
は
、
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す

る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

る
。

２

前
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
全
課
程
の
修
了
の
要
件
と
し
て
特
別
支
援
学
校
高
等
部

（
新
設
）

学
習
指
導
要
領
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
校
長
が
定
め
る
単
位
数
又
は
授
業
時
数
の

う
ち
、
第
百
三
十
五
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
十
八
条
の
二
に
規
定
す
る

授
業
の
方
法
に
よ
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
全
課
程
の
修
了
要
件
と
し
て
定
め
ら
れ
た

単
位
数
又
は
授
業
時
数
の
二
分
の
一
に
満
た
な
い
も
の
と
す
る
。

第
百
三
十
五
条

（
略
）

第
百
三
十
五
条

（
略
）

２
～
４

２
～
４

（
略
）

５

第
七
十
条
、
第
七
十
一
条
、
第
八
十
一
条
、
第
八
十
八
条
の
二
、
第
九
十
条
第
一

５

第
七
十
条
、
第
七
十
一
条
、
第
八
十
一
条
、
第
九
十
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で

項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
九
十
一
条
か
ら
第
九
十
五
条
ま
で
、
第
九
十
七
条
第
一
項

、
第
九
十
一
条
か
ら
第
九
十
五
条
ま
で
、
第
九
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
九

及
び
第
二
項
、
第
九
十
八
条
か
ら
第
百
条
ま
で
並
び
に
第
百
四
条
第
三
項
の
規
定
は

十
八
条
か
ら
第
百
条
ま
で
並
び
に
第
百
四
条
第
三
項
の
規
定
は
、
特
別
支
援
学
校
の

、
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
十
七
条
第

高
等
部
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中

一
項
及
び
第
二
項
中
「
他
の
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
」
と
あ
る

「
他
の
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
」
と
あ
る
の
は
「
他
の
特
別
支

の
は
「
他
の
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
、
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課

援
学
校
の
高
等
部
、
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
」
と
、
同
条
第
二

程
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
当
該
他
の
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
」
と
あ
る
の

項
中
「
当
該
他
の
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
他
の
特
別

は
「
当
該
他
の
特
別
支
援
学
校
、
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
」
と
読
み
替
え
る

支
援
学
校
、
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

も
の
と
す
る
。
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一
頁

○
文
部
科
学
省
告
示
第
九
十
一
号

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
第
八
十
六
条
（
同
令
第
百
八
条
第
二
項
に
お
い
て

読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
ら
な
い
で
教
育
課

程
を
編
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
を
定
め
る
件
（
平
成
十
七
年
文
部
科
学
省
告
示
第
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
し
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日

文
部
科
学
大
臣

下
村

博
文

本
則
中
「
欠
席
し
て
い
る
」
を
「
欠
席
し
引
き
続
き
欠
席
す
る
」
に
、
「
又
は
学
校
教
育
法
」
を
「
若
し
く
は
学

校
教
育
法
」
に
改
め
、
「
、
高
等
学
校
に
入
学
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
」
の
下
に
「
又
は
高
等
学
校
に
お
い

て
、
疾
病
に
よ
る
療
養
の
た
め
若
し
く
は
障
害
の
た
め
、
相
当
の
期
間
高
等
学
校
を
欠
席
す
る
と
認
め
ら
れ
る
生
徒

、
高
等
学
校
を
退
学
し
、
そ
の
後
高
等
学
校
に
入
学
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
若
し
く
は
学
校
教
育
法
第
五
十

七
条
に
規
定
す
る
高
等
学
校
の
入
学
資
格
を
有
す
る
が
、
高
等
学
校
に
入
学
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
」
を
加

え
る
。

kabuto
別添２



- 1 -

○

学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
ら
な
い
で
教
育
課
程
を
編
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
を
定
め
る
件
（
平
成
十
七
年
文
部
科
学
省
告
示
第
九
十
八
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

次
の
各
号
に
掲
げ
る
学
校
の
種
類
ご
と
に
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
に
よ
ら
な
い
で

次
の
各
号
に
掲
げ
る
学
校
の
種
類
ご
と
に
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
に
よ
ら
な
い
で

教
育
課
程
を
編
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
文
部
科
学
大
臣
が
、
小
学
校
、
中
学

教
育
課
程
を
編
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
文
部
科
学
大
臣
が
、
小
学
校
、
中
学

校
、
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
（
以
下
「
小
学
校
等
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、

校
、
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
（
以
下
「
小
学
校
等
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、

学
校
生
活
へ
の
適
応
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
相
当
の
期
間
小
学
校
等
を
欠
席
し
引
き
続

学
校
生
活
へ
の
適
応
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
相
当
の
期
間
小
学
校
等
を
欠
席
し
て
い
る

き
欠
席
す
る
と
認
め
ら
れ
る
児
童
若
し
く
は
生
徒
、
高
等
学
校
（
中
等
教
育
学
校
の
後

と
認
め
ら
れ
る
児
童
若
し
く
は
生
徒
、
高
等
学
校
（
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
を
含

期
課
程
を
含
む
。
第
三
号
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
を
退
学
し
、
そ
の
後
高
等
学
校
に

む
。
第
三
号
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
を
退
学
し
、
そ
の
後
高
等
学
校
に
入
学
し
て
い

入
学
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
若
し
く
は
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
又
は
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
五

二
十
六
号
）
第
五
十
七
条
に
規
定
す
る
高
等
学
校
の
入
学
資
格
を
有
す
る
が
、
高
等
学

十
七
条
に
規
定
す
る
高
等
学
校
の
入
学
資
格
を
有
す
る
が
、
高
等
学
校
に
入
学
し
て
い

校
に
入
学
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
又
は
高
等
学
校
に
お
い
て
、
疾
病
に
よ
る
療

な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
実
態
に
配
慮
し
た
特
別
の
教
育
課
程
を

養
の
た
め
若
し
く
は
障
害
の
た
め
、
相
当
の
期
間
高
等
学
校
を
欠
席
す
る
と
認
め
ら
れ

編
成
し
て
教
育
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
て
、
当
該
小
学
校
等
を
指
定
す
る
場

る
生
徒
、
高
等
学
校
を
退
学
し
、
そ
の
後
高
等
学
校
に
入
学
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ

合
と
す
る
。

る
者
若
し
く
は
学
校
教
育
法
第
五
十
七
条
に
規
定
す
る
高
等
学
校
の
入
学
資
格
を
有
す

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
指
定
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
文
部
科
学
大
臣
が

る
が
、
高
等
学
校
に
入
学
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
実
態

定
め
る
。

に
配
慮
し
た
特
別
の
教
育
課
程
を
編
成
し
て
教
育
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
て

、
当
該
小
学
校
等
を
指
定
す
る
場
合
と
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
指
定
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
文
部
科
学
大
臣
が

定
め
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）



一
頁

○
文
部
科
学
省
告
示
第
九
十
二
号

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
第
八
十
八
条
の
二
（
同
令
第
百
十
三
条
第
三
項
及

び
第
百
三
十
五
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
の

後
期
課
程
又
は
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
が
履
修
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
授
業
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
定
め
、
公
布
の

日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日

文
部
科
学
大
臣

下
村

博
文

学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
八
十
八
条
の
二
（
同
令
第
百
十
三
条
第
三
項
及
び
第
百
三
十
五
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
高
等
学
校
（
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
及
び
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部

を
含
む
。
）
が
履
修
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
授
業
は
、
通
信
衛
星
、
光
フ
ァ
イ
バ
等
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
多
様
な

メ
デ
ィ
ア
を
高
度
に
利
用
し
て
、
文
字
、
音
声
、
静
止
画
、
動
画
等
の
多
様
な
情
報
を
一
体
的
に
扱
う
も
の
で
、
同
時

か
つ
双
方
向
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
高
等
学
校
（
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
及
び
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部

を
含
む
。
）
に
お
い
て
、
対
面
に
よ
り
行
う
授
業
に
相
当
す
る
教
育
効
果
を
有
す
る
と
認
め
た
も
の
と
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
高
等
学
校
（
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
を
含
む
。
）
は
、
同
条
に
規
定
す
る
授
業
を
行
う
科
目
、
総

合
的
な
学
習
の
時
間
又
は
特
別
活
動
に
つ
い
て
、
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
は
、
同
令
第
百
三
十
五
条
第
五
項
に
お
い

て
準
用
す
る
同
令
第
八
十
八
条
の
二
に
規
定
す
る
授
業
を
行
う
教
科
若
し
く
は
科
目
、
道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間

kabuto
別添３



二
頁

、
特
別
活
動
又
は
自
立
活
動
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
ら
の
特
質
に
応
じ
、
対
面
に
よ
り
行
う
授
業
を
相
当
の
時
間

数
行
う
も
の
と
す
る
。



-
1
-

新
旧
対
照
表

改
正

後
改

正
前

不
登
校
児
童
生
徒
等

を
対
象
と
す
る
特
別
の
教
育
課
程

不
登
校
児
童
生
徒
等
を
対
象
と
す
る
特
別
の
教
育
課
程
を
編
成
し
て
教
育
を
実
施
す
る
学
校
に
関

又
は
療
養
等
に
よ
る
長
期
欠
席
生
徒
等

を
編
成
し
て
教
育
を
実
施
す
る
学
校
に
関
す
る
指
定
要
項

す
る
指
定
要
項

平
成
１
７
年
７
月
６
日

平
成
１
７
年
７
月
６
日

文
部
科
学
大
臣
決
定

文
部
科
学
大
臣
決
定

平
成
２
１
年
３
月
３
１
日
改
正

平
成
２
１
年
３
月
３
１
日
改
正

平
成
２
７
年
４
月
２
４
日
改
正

１
趣
旨

１
趣
旨

文
部
科
学
大
臣
は
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
（
以
下
「
小
学
校

文
部
科
学
大
臣
は
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
（
以
下
「
小
学
校

等
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
学
校
生
活
へ
の
適
応
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
相
当
の
期
間
小
学
校

等
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
学
校
生
活
へ
の
適
応
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
相
当
の
期
間
小
学
校

等
を
欠
席
し
引
き
続
き
欠
席
す
る
と
認
め
ら
れ
る
児
童
若
し
く
は
生
徒
、
高
等
学
校
（
中
等
教
育

等
を
欠
席
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
児
童
若
し
く
は
生
徒
、
高
等
学
校
（
中
等
教
育
学
校
の
後
期

学
校
の
後
期
課
程
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
を
退
学
し
、
そ
の
後
高
等
学
校
に
入
学
し
て
い
な
い

課
程
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
を
退
学
し
、
そ
の
後
高
等
学
校
に
入
学
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ

と
認
め
ら
れ
る
者
若
し
く
は
学
校
教
育
法
（
昭
和
２
２
年
法
律
第
２
６
号
）
第
５
７
条
に
規
定
す

る
者
又
は
学
校
教
育
法
（
昭
和
２
２
年
法
律
第
２
６
号
）
第
５
７
条
に
規
定
す
る
高
等
学
校
の
入

る
高
等
学
校
の
入
学
資
格
を
有
す
る
が
、
高
等
学
校
に
入
学
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
（
以

学
資
格
を
有
す
る
が
、
高
等
学
校
に
入
学
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
（
以
下
「
不
登
校
児
童

下
「
不
登
校
児
童
生
徒
等
」
と
い
う
。
）
又
は
疾
病
に
よ
る
療
養
の
た
め
若
し
く
は
障
害
の
た

生
徒
等
」
と
い
う
。
）
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
実
態
に
配
慮
し
た
特
別
の
教
育
課
程
を
編
成
し
て

め
、
相
当
の
期
間
高
等
学
校
を
欠
席
す
る
と
認
め
ら
れ
る
生
徒
、
高
等
学
校
を
退
学
し
、
そ
の
後

教
育
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
、
当
該
小
学
校
等
を
、
こ
の
指
定
要
項
に
定
め
る

高
等
学
校
に
入
学
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
若
し
く
は
同
条
に
規
定
す
る
高
等
学
校
の
入
学

と
こ
ろ
に
よ
り
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
２
２
年
文
部
省
令
第
１
１
号
）
第
５
６
条
（
同

資
格
を
有
す
る
が
、
高
等
学
校
に
入
学
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
（
以
下
「

令
第
７
９
条
及
び
第
１
０
８
条
第
１
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び

療
養
等
に
よ

」
と
い
う
。
）
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
実
態
に
配
慮
し
た
特
別
の
教
育
課

第
８
６
条
（
同
令
第
１
０
８
条
第
２
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

る
長
期
欠
席
生
徒
等

程
を
編
成
し
て
教
育
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
、
当
該
小
学
校
等
を
、
こ
の
指
定

定
に
よ
り
特
別
の
教
育
課
程
を
編
成
し
て
教
育
を
実
施
す
る
小
学
校
等
と
し
て
指
定
す
る
。

要
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
２
２
年
文
部
省
令
第
１
１
号
）

第
５
６
条
（
同
令
第
７
９
条
及
び
第
１
０
８
条
第
１
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
及
び
第
８
６
条
（
同
令
第
１
０
８
条
第
２
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
特
別
の
教
育
課
程
を
編
成
し
て
教
育
を
実
施
す
る
小
学
校
等
と
し
て
指

kabuto
別添４
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定
す
る
。

２
小
学
校
等
の
指
定

２
小
学
校
等
の
指
定

（
１
）
不
登
校
児
童
生
徒
等

を
対
象
と
す
る
特
別
の
教

（
１
）
不
登
校
児
童
生
徒
等
を
対
象
と
す
る
特
別
の
教
育
課
程
を
編
成
し
て
教
育
を
実
施
す
る
こ

又
は
療
養
等
に
よ
る
長
期
欠
席
生
徒
等

育
課
程
を
編
成
し
て
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
小
学
校
等
の
管
理
機
関
（
公
立
学
校

と
を
希
望
す
る
小
学
校
等
の
管
理
機
関
（
公
立
学
校
に
あ
っ
て
は
当
該
小
学
校
等
を
所
管
す
る

に
あ
っ
て
は
当
該
小
学
校
等
を
所
管
す
る
教
育
委
員
会
、
国
私
立
学
校
に
あ
っ
て
は
当
該
小
学

教
育
委
員
会
、
国
私
立
学
校
に
あ
っ
て
は
当
該
小
学
校
等
を
設
置
す
る
者
又
は
設
置
し
よ
う
と

校
等
を
設
置
す
る
者
又
は
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
文
部
科
学
大

す
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
文
部
科
学
大
臣
に
指
定
申
請
書
（
別
記
様
式
１
）
を
提

臣
に
指
定
申
請
書
（
別
記
様
式
１
）
を
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。
申
請
書
に
は
当
該
小
学
校
等

出
す
る
も
の
と
す
る
。
申
請
書
に
は
当
該
小
学
校
等
の
同
意
書
（
別
記
様
式
２
）
を
添
付
す
る

の
同
意
書
（
別
記
様
式
２
）
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
（
た
だ
し
、
指
定
申
請
書
の
提
出
の
際

も
の
と
す
る
（
た
だ
し
、
指
定
申
請
書
の
提
出
の
際
に
当
該
小
学
校
等
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い

に
当
該
小
学
校
等
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
添
付
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
。
）
。

場
合
は
添
付
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
。
）
。

（
２
）

（
略
）

（
２
）

（
略
）

３
実
施

３
実
施

指
定
を
受
け
た
小
学
校
等
に
お
い
て
は
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
５
６
条
（
同
令
第
７
９
条

指
定
を
受
け
た
小
学
校
等
に
お
い
て
は
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
５
６
条
（
同
令
第
７
９
条

及
び
第
１
０
８
条
第
１
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
８
６
条

及
び
第
１
０
８
条
第
１
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
８
６
条

（
同
令
第
１
０
８
条
第
２
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ

（
同
令
第
１
０
８
条
第
２
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ

き
、
教
育
課
程
の
基
準
に
よ
ら
な
い
教
育
課
程
を
編
成
し
及
び
実
施
し
て
不
登
校
児
童
生
徒
等

き
、
教
育
課
程
の
基
準
に
よ
ら
な
い
教
育
課
程
を
編
成
し
及
び
実
施
し
て
不
登
校
児
童
生
徒
等
の

の
実
態
に
配
慮
し
た
教
育
を
行
う
。

実
態
に
配
慮
し
た
教
育
を
行
う
。

又
は
療
養
等
に
よ
る
長
期
欠
席
生
徒
等

４
～
７

（
略
）

４
～
７

（
略
）

附
則
（
平
成
２
１
年
３
月
３
１
日
一
部
改
正
）

附
則
（
平
成
２
１
年
３
月
３
１
日
一
部
改
正
）

（
略
）

（
略
）

附
則
（
平
成
２
７
年
４
月
２
４
日
一
部
改
正
）

（
新
設
）

こ
の
要
項
は
、
平
成
２
７
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
す
る
。

別
記
様
式
１
－
１
（
Ａ
４

た
て
型

横
書
き
）

別
記
様
式
１
（
Ａ
４

た
て
型

横
書
き
）



-
3
-

年
月

日
年

月
日

文
部
科
学
大
臣

殿
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
長

殿

（
略
）

（
略
）

別
記
様
式
１
－
２

（
Ａ
４

た
て
型

横
書
き
）

（
新
設
）

年
月

日

文
部
科
学

殿
大
臣

管
理
機
関
名

印

指
定

申
請

書

長
期
欠
席
生
徒
等
を
対
象
と
し
た
特
別
の
教
育
課
程
の
編
成
を
、
別
紙
実
施

療
養
等
に
よ
る

計
画
書
の
と
お
り
、
下
記
の
学
校
に
お
い
て
行
い
た
い
の
で
、
当
該
学
校
の
同
意
書
を
添
え
て
申

請
し
ま
す
。

記

学
校

名
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校
長

名

所
在

地

別
記
様
式
２
－
１

別
記
様
式
２

別
記
様
式
２
－
２
（
Ａ
４

た
て
型

横
書
き
）

（
新
設
）

年
月

日

学
校

名

印

校
長

名

同
意

書

本
校
に
お
い
て
、
別
紙
実
施
計
画
書
の
と
お
り
、

長
期
欠
席
生
徒
等
の
実
態

療
養
等
に
よ
る

に
配
慮
し
た
特
別
の
教
育
課
程
を
編
成
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
す
。

別
紙

別
紙

実
施
計
画
書

実
施
計
画
書
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１
・
２

（
略
）

１
・
２

（
略
）

３
対
象
と
な
る
児
童
生
徒
（
ど
の
よ
う
な
不
登
校
児
童
生
徒
等
又
は

長
期
欠

３
対
象
と
な
る
児
童
生
徒
（
ど
の
よ
う
な
不
登
校
児
童
生
徒
等
を
対
象
と
す
る
の
か
、
で
き
る

療
養
等
に
よ
る

席
生
徒
等
を
対
象
と
す
る
の
か
、
で
き
る
限
り
具
体
的
に
記
入
す
る
こ
と
。
ま
た
、
４
（
５
）

限
り
具
体
的
に
記
入
す
る
こ
と
。
ま
た
、
４
（
５
）
の
特
例
を
実
施
す
る
場
合
等
に
お
い
て

の
特
例
を
実
施
す
る
場
合
等
に
お
い
て
は
、
不
登
校
状
態
又
は

は
、
不
登
校
状
態
の
判
断
基
準
を
で
き
る
限
り
具
体
的
に
記
入
す
る
こ
と
。
）

療
養
等
に
よ
る
長
期
欠
席
状

判
断
基
準
を
で
き
る
限
り
具
体
的
に
記
入
す
る
こ
と
。
）

態
の

４
（
１
）
（
略
）

４
（
１
）
（
略
）

小
学
校
に
お
け
る
教
科
の
新
設
に
つ
い
て
（
該
当
す
る
場
合
の
み
記
入
。
以
下

小
学
校
に
お
け
る
教
科
の
新
設
に
つ
い
て
（
な
お
、
中
学
校
・
高
等
学
校
の
場
合

（
２
）

（
２
）

（
３
）
～
（
５
）
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
な
お
、
中
学
校
・
高
等
学
校
の
場
合
は
、
学
習

は
、
学
習
指
導
要
領
上
教
科
の
新
設
が
認
め
ら
れ
て
い
る
た
め
記
入
不
要
。
）

指
導
要
領
上
教
科
の
新
設
が
認
め
ら
れ
て
い
る
た
め
記
入
不
要
。
）

①
新
設
す
る
教
科
の
名
称

①
新
設
す
る
教
科
の
名
称

②
新
設
す
る
教
科
の
目
標

②
新
設
す
る
教
科
の
目
標

③
新
設
す
る
教
科
の
各
学
年
の
目
標
及
び
内
容
（
教
科
ご
と
、
学
年
ご
と
に
記
入
す
る
こ

③
新
設
す
る
教
科
の
各
学
年
の
目
標
及
び
内
容
（
教
科
ご
と
、
学
年
ご
と
に
記
入
す
る
こ

と
。
）

と
。
）

（
３
）
・
（
４
）
（
略
）

（
３
）
・
（
４
）
（
略
）

（
５
）
高
等
学
校
の
全
日
制
の
課
程
・
定
時
制
の
課
程
に
お
け
る
通
信
の
方
法
を
用
い
た
教

（
５
）
高
等
学
校
の
全
日
制
の
課
程
・
定
時
制
の
課
程
に
お
け
る
通
信
の
方
法
を
用
い
た
教

育
に
よ
る
単
位
認
定
に
つ
い
て

育
に
よ
る
単
位
認
定
に
つ
い
て
（
該
当
す
る
場
合
の
み
記
入
）

①
単
位
認
定
を
行
う
教
科
・
科
目

①
単
位
認
定
を
行
う
教
科
・
科
目

（
教
科
・
科
目
ご
と
に
、
名
称
、
単
位
数
、
添
削
指
導

・
（
教
科
・
科
目
ご
と
に
、
名
称
、
単
位
数
、
添
削
指
導
・
面
接
指
導
の
回
数
を
記
入
す

・
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
の
授
業
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面
接
指
導
の
回
数
を
記
入
す
る
こ
と
）

る
こ
と
）

②
認
定
す
る
単
位
数
の
上
限
（
最
大
３
６
単
位
）

②
認
定
す
る
単
位
数
の
上
限
（
最
大
３
６
単
位
）

③
必
要
な
体
制
等

③
通
信
の
方
法
を
用
い
た
教
育
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
教
職
員
等
の
体
制

（
で
き
る
限
り
具
体
的
に
記
入
す
る
こ
と
。
）

（
添
削
指
導
や
面
接
指
導
等
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
教
職
員
の
配
置
、
添
削
指
導

添
削
指
導
・
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
の
授
業
・
面
接
指
導
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な

に
用
い
る
教
材
等
の
準
備
等
に
つ
い
て
で
き
る
限
り
具
体
的
に
記
入
す
る
こ
と
）

・

教
職
員
の
配
置

添
削
指
導
に
用
い
る
教
材
等
の
準
備

・

オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
の
授
業
を
実
施
す
る
場
合
の
指
導
方
法

・ ・
等

学
習
の
状
況
や
結
果
の
評
価
方
法

（
６
）
そ
の
他
（
上
記
（
２
）
～
（
５
）
に
該
当
し
な
い
特
例
を
記
入
す
る
こ
と
。
）

そ
の
他
（
上
記
（
１
）
～
（
５
）
に
該
当
し
な
い
特
例
を
記
入
す
る
こ
と
。
）

（
６
）

（
７
）
・
（
８
）
（
略
）

（
７
）
・
（
８
）
（
略
）

療
養
等

５
特
別
の
教
育
課
程
編
成
し
て
教
育
を
実
施
す
る
際
の
不
登
校
児
童
生
徒
等
の
実
態
に
配
慮

５
特
別
の
教
育
課
程
を
編
成
し
て
教
育
を
実
施
す
る
際
の
不
登
校
児
童
生
徒
等
又
は

に
よ
る

し
た
指
導
上
の
工
夫
に
つ
い
て
（
で
き
る
限
り
具
体
的
に
記
入
す
る
こ
と
。
）

長
期
欠
席
生
徒
等
の
実
態
に
配
慮
し
た
指
導
上
の
工
夫
に
つ
い
て
（
で
き
る
限
り
具

体
的
に
記
入
す
る
こ
と
。
）

・
教
育
相
談
員
の
配
置
等
、
不
登
校
児
童
生
徒
等
又
は

長
期
欠
席

・
教
育
相
談
員
の
配
置
等
、
不
登
校
児
童
生
徒
等
に
対
す
る
相
談
体
制
の
整
備

療
養
等
に
よ
る

生
徒
等
に
対
す
る
相
談
体
制
の
整
備

・
教
職
員
に
よ
る
病
院
や
家
庭
へ
の
訪
問
等
を
通
じ
た
児
童
生
徒
や
保
護
者
に
対
す

・
教
職
員
に
よ
る
家
庭
訪
問
等
を
通
じ
た
児
童
生
徒
や
保
護
者
に
対
す
る
支
援

る
支
援
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・
学
校
外
の
関
係
機
関
等
と
の
連
携

・
学
校
外
の
関
係
機
関
等
と
の
連
携

・
不
登
校
児
童
生
徒
等
又
は

長
期
欠
席
生
徒
等
の
学
習
状
況
に
あ
わ

・
不
登
校
児
童
生
徒
等
の
学
習
状
況
に
あ
わ
せ
た
少
人
数
指
導
や
習
熟
度
別
指
導

等
療
養
等
に
よ
る

せ
た
少
人
数
指
導
や
習
熟
度
別
指
導

等

（
各
事
項
の
分
量
は
、
適
宜
調
節
し
て
差
し
支
え
な
い
。
）

（
各
事
項
の
分
量
は
、
適
宜
調
節
し
て
差
し
支
え
な
い
。
）

別
記
様
式
３
（
Ａ
４

た
て
型

横
書
き
）

別
記
様
式
３
（
Ａ
４

た
て
型

横
書
き
）

年
月

日
年

月
日

文
部
科
学
大
臣

殿
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
長

殿

（
略
）

（
略
）

別
紙

別
紙

実
施
計
画
変
更
書

実
施
計
画
変
更
書

※
変
更
が
あ
る
箇
所
の
み
記
入
す
る
こ
と
。

※
変
更
が
あ
る
箇
所
の
み
記
入
す
る
こ
と
。

１
・
２

（
略
）

１
・
２

（
略
）

３
対
象
と
な
る
児
童
生
徒
（
ど
の
よ
う
な
不
登
校
児
童
生
徒
等
又
は

長
期
欠

３
対
象
と
な
る
児
童
生
徒
（
ど
の
よ
う
な
不
登
校
児
童
生
徒
等
を
対
象
と
す
る
の
か
、
で
き
る

療
養
等
に
よ
る

席
生
徒
等
を
対
象
と
す
る
の
か
、
で
き
る
限
り
具
体
的
に
記
入
す
る
こ
と
。
ま
た
、
４
（
５
）

限
り
具
体
的
に
記
入
す
る
こ
と
。
ま
た
、
４
（
５
）
の
特
例
を
実
施
す
る
場
合
等
に
お
い
て

の
特
例
を
実
施
す
る
場
合
等
に
お
い
て
は
、
不
登
校
状
態
又
は

は
、
不
登
校
状
態
の
判
断
基
準
を
で
き
る
限
り
具
体
的
に
記
入
す
る
こ
と
。
）

療
養
等
に
よ
る
長
期
欠
席
状

判
断
基
準
を
で
き
る
限
り
具
体
的
に
記
入
す
る
こ
と
。
）

態
の



-
8
-

４
（
１
）
（
略
）

４
（
１
）
（
略
）

小
学
校
に
お
け
る
教
科
の
新
設
に
つ
い
て
（
該
当
す
る
場
合
の
み
記
入
。
以
下

小
学
校
に
お
け
る
教
科
の
新
設
に
つ
い
て
（
な
お
、
中
学
校
・
高
等
学
校
の
場
合

（
２
）

（
２
）

（
３
）
～
（
５
）
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
な
お
、
中
学
校
・
高
等
学
校
の
場
合
は
、
学
習

は
、
学
習
指
導
要
領
上
教
科
の
新
設
が
認
め
ら
れ
て
い
る
た
め
記
入
不
要
。
）

指
導
要
領
上
教
科
の
新
設
が
認
め
ら
れ
て
い
る
た
め
記
入
不
要
。
）

（
３
）
・
（
４
）
（
略
）

（
３
）
・
（
４
）
（
略
）

（
５
）
高
等
学
校
の
全
日
制
の
課
程
・
定
時
制
の
課
程
に
お
け
る
通
信
の
方
法
を
用
い
た
教

（
５
）
高
等
学
校
の
全
日
制
の
課
程
・
定
時
制
の
課
程
に
お
け
る
通
信
の
方
法
を
用
い
た
教

育
に
よ
る
単
位
認
定
に
つ
い
て

育
に
よ
る
単
位
認
定
に
つ
い
て
（
該
当
す
る
場
合
の
み
記
入
）

①
単
位
認
定
を
行
う
教
科
・
科
目

①
単
位
認
定
を
行
う
教
科
・
科
目

（
教
科
・
科
目
ご
と
に
、
名
称
、
単
位
数
、
添
削
指
導
・
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
の
授
業
・

（
教
科
・
科
目
ご
と
に
、
名
称
、
単
位
数
、
添
削
指
導
・
面
接
指
導
の
回
数
を
記
入
す

面
接
指
導
の
回
数
を
記
入
す
る
こ
と
）

る
こ
と
）

②
認
定
す
る
単
位
数
の
上
限
（
最
大
３
６
単
位
）

②
認
定
す
る
単
位
数
の
上
限
（
最
大
３
６
単
位
）

③
必
要
な
体
制
等

③
通
信
の
方
法
を
用
い
た
教
育
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
教
職
員
等
の
体
制

（
で
き
る
限
り
具
体
的
に
記
入
す
る
こ
と
。
）

（
添
削
指
導
や
面
接
指
導
等
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
教
職
員
の
配
置
、
添
削
指
導

添
削
指
導
・
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
の
授
業
・
面
接
指
導
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な

に
用
い
る
教
材
等
の
準
備
等
に
つ
い
て
で
き
る
限
り
具
体
的
に
記
入
す
る
こ
と
）

・

教
職
員
の
配
置

添
削
指
導
に
用
い
る
教
材
等
の
準
備

・

オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
の
授
業
を
実
施
す
る
場
合
の
指
導
方
法

・ ・
等

学
習
の
状
況
や
結
果
の
評
価
方
法

（
６
）
そ
の
他
（
上
記
（
２
）
～
（
５
）
に
該
当
し
な
い
特
例
を
記
入
す
る
こ
と
。
）

そ
の
他
（
上
記
（
１
）
～
（
５
）
に
該
当
し
な
い
特
例
を
記
入
す
る
こ
と
。
）

（
６
）



-
9
-

（
７
）
・
（
８
）
（
略
）

（
７
）
・
（
８
）
（
略
）

５
特
別
の
教
育
課
程
を
編
成
し
て
教
育
を
実
施
す
る
際
の
不
登
校
児
童
生
徒
等
又
は

５
特
別
の
教
育
課
程
を
編
成
し
て
教
育
を
実
施
す
る
際
の
不
登
校
児
童
生
徒
等
の
実
態
に
配
慮

療
養
等

長
期
欠
席
生
徒
等
の
実
態
に
配
慮
し
た
指
導
上
の
工
夫
に
つ
い
て
（
で
き
る
限
り
具

し
た
指
導
上
の
工
夫
に
つ
い
て
（
で
き
る
限
り
具
体
的
に
記
入
す
る
こ
と
。
）

に
よ
る

体
的
に
記
入
す
る
こ
と
。
）

・
教
育
相
談
員
の
配
置
等
、
不
登
校
児
童
生
徒
等
又
は

長
期
欠
席

・
教
育
相
談
員
の
配
置
等
、
不
登
校
児
童
生
徒
等
に
対
す
る
相
談
体
制
の
整
備

療
養
等
に
よ
る

生
徒
等
に
対
す
る
相
談
体
制
の
整
備

・
教
職
員
に
よ
る
病
院
や
家
庭
へ
の
訪
問
等
を
通
じ
た
児
童
生
徒
や
保
護
者
に
対
す

・
教
職
員
に
よ
る
家
庭
訪
問
等
を
通
じ
た
児
童
生
徒
や
保
護
者
に
対
す
る
支
援

る
支
援

・
学
校
外
の
関
係
機
関
等
と
の
連
携

・
学
校
外
の
関
係
機
関
等
と
の
連
携

・
不
登
校
児
童
生
徒
等
又
は

長
期
欠
席
生
徒
等
の
学
習
状
況
に
あ
わ

・
不
登
校
児
童
生
徒
等
の
学
習
状
況
に
あ
わ
せ
た
少
人
数
指
導
や
習
熟
度
別
指
導

等
療
養
等
に
よ
る

せ
た
少
人
数
指
導
や
習
熟
度
別
指
導

等

（
各
事
項
の
分
量
は
、
適
宜
調
節
し
て
差
し
支
え
な
い
。
）

（
各
事
項
の
分
量
は
、
適
宜
調
節
し
て
差
し
支
え
な
い
。
）



不登校児童生徒等又は療養等による長期欠席生徒等を対象とする特別の

教育課程を編成して教育を実施する学校に関する指定要項

平成１７年７月６日

文 部 科 学 大 臣 決 定

平成２１年３月３１日改正

平成２７年４月２４日改正

１ 趣旨

文部科学大臣は、小学校、中学校、高等学校又は中等教育学校（以下「小学校等」とい

う において 学校生活への適応が困難であるため 相当の期間小学校等を欠席し引き続。） 、 、

き欠席すると認められる児童若しくは生徒、高等学校（中等教育学校の後期課程を含む。

以下同じ を退学し その後高等学校に入学していないと認められる者若しくは学校教育。） 、

法（昭和２２年法律第２６号）第５７条に規定する高等学校の入学資格を有するが、高等

学校に入学していないと認められる者 以下 不登校児童生徒等 という 又は疾病によ（ 「 」 。）

る療養のため若しくは障害のため、相当の期間高等学校を欠席すると認められる生徒、高

等学校を退学し、その後高等学校に入学していないと認められる者若しくは同条に規定す

る高等学校の入学資格を有するが、高等学校に入学していないと認められる者（以下「療

養等による長期欠席生徒等 という を対象として その実態に配慮した特別の教育課程」 。） 、

を編成して教育を実施する必要があると認める場合、当該小学校等を、この指定要項に定

めるところにより、学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号）第５６条（同令

第７９条及び第１０８条第１項において読み替えて準用する場合を含む ）及び第８６条。

同令第１０８条第２項において読み替えて準用する場合を含む の規定により特別の教（ 。）

育課程を編成して教育を実施する小学校等として指定する。

２ 小学校等の指定

（１）不登校児童生徒等又は療養等による長期欠席生徒等を対象とする特別の教育課程を編

成して教育を実施することを希望する小学校等の管理機関（公立学校にあっては当該小

学校等を所管する教育委員会、国私立学校にあっては当該小学校等を設置する者又は設

置しようとする者をいう 以下同じ は 文部科学大臣に指定申請書 別記様式１ を。 。） 、 （ ）

提出するものとする。申請書には当該小学校等の同意書（別記様式２）を添付するもの

とする（ただし、指定申請書の提出の際に当該小学校等が設置されていない場合は添付

を要しないものとする 。。）

（２）文部科学大臣は、申請書に記載された実施計画を審査し、学校教育法等の観点から特

段の支障がないと認めるときは、当該小学校等を、特別の教育課程を編成して教育を実

施する小学校等として指定する。

３ 実施

指定を受けた小学校等においては、学校教育法施行規則第５６条（同令第７９条及び第

１０８条第１項において読み替えて準用する場合を含む 又は第８６条 同令第１０８条。） （

第２項において読み替えて準用する場合を含む の規定に基づき 教育課程の基準によら。） 、



ない教育課程を編成し及び実施して不登校児童生徒等又は療養等による長期欠席生徒等の

実態に配慮した教育を行う。

４ 報告の依頼等

文部科学省は、指定を受けた小学校等における教育の実施状況につき、必要に応じて、

報告を求め又は実地に調査することができる。

５ 実施計画の変更

（１）指定を受けた小学校等において当該指定に係る申請書に記載された実施計画を変更し

ようとする場合には 当該小学校等の管理機関は あらかじめ 実施計画変更申請書 別、 、 、 （

記様式３）に、当該小学校等の同意書（別記様式４）を添付して、文部科学大臣に提出

するものとする。

（ ） （ ） 、（ ） 。２ ２ ２ の規定は １ の実施計画変更申請書の提出があった場合について準用する

６ 文部科学大臣の是正措置等

文部科学大臣は、指定を受けた小学校等において実施される教育の内容が指定の趣旨に

、 、 。反すると認めるときは 指導等必要な是正措置を講じ 又は指定を取り消すことができる

７ 経過措置

文部科学大臣は、この決定の日において、この決定の際現に構造改革特別区域法（平成

１４年法律第１８９号）第４条第８項の規定による内閣総理大臣の認定（同法第６条の規

定による認定を含む ）を受けて特別の教育課程を編成して教育を実施している小学校等。

を、特別の教育課程を編成して教育を実施する小学校等として指定する。この場合におい

て、当該小学校等の管理機関は、２（１）の規定にかかわらず、指定申請書の提出を要し

ないものとする。

附 則（平成２１年３月３１日一部改正）

文部科学大臣は、この改正の日において、この改正の際現に構造改革特別区域法（平成

１４年法律第１８９号）第４条第８項の規定による内閣総理大臣の認定（同法第６条の規

。） （ ）定による認定を含む を受けて高等学校学習指導要領 平成１１年文部省告示第５８号

第１章第８款に規定する通信制の課程の教育課程の特例に準じた教育課程を編成して教育

を実施している高等学校を、特別の教育課程を編成して教育を実施する高等学校として指

定したものとみなす。この場合において、当該高等学校の管理機関は、２（１）の規定に

かかわらず、指定申請書の提出を要しないものとする。

附 則（平成２７年４月２４日一部改正）

この要項は、平成２７年４月１日から適用する。



別記様式１－１（Ａ４ たて型 横書き）

年 月 日

文部科学大臣 殿

管理機関名

印

指 定 申 請 書

不登校児童生徒等を対象とした特別の教育課程の編成を、別紙実施計画書のとおり、下記

の学校において行いたいので、当該学校の同意書を添えて申請します。

記

学 校 名

校 長 名

所 在 地



別記様式１－２（Ａ４ たて型 横書き）

年 月 日

文部科学大臣 殿

管理機関名

印

指 定 申 請 書

療養等による長期欠席生徒等を対象とした特別の教育課程の編成を、別紙実施計画書のと

おり、下記の学校において行いたいので、当該学校の同意書を添えて申請します。

記

学 校 名

校 長 名

所 在 地



別記様式２－１（Ａ４ たて型 横書き）

年 月 日

学 校 名

印

校 長 名

同 意 書

本校において、別紙実施計画書のとおり、不登校児童生徒等の実態に配慮した特別の教育

課程を編成することに同意します。



別記様式２－２（Ａ４ たて型 横書き）

年 月 日

学 校 名

印

校 長 名

同 意 書

本校において、別紙実施計画書のとおり、療養等による長期欠席生徒等の実態に配慮した

特別の教育課程を編成することに同意します。



別 紙

実施計画書

１ 学校名

（学年ごとに記入。提出の際に学校が設置されていない場合は予定 ）２ 児童生徒数 。

（どのような不登校児童生徒等又は療養等による長期欠席生徒等を３ 対象となる児童生徒
対象とするのか、できる限り具体的に記入すること。また、４（５）の特例を実施する場
合等においては、不登校状態又は療養等による長期欠席状態の判断基準をできる限り具体
的に記入すること ）。

４ 教育課程の内容
（１）教育課程の基準の特例の概要

（該当する場合のみ記入。以下（３）～（５）（２）小学校における教科の新設について
において同じ （なお、中学校・高等学校の場合は、学習指導要領上教科の新設が。）
認められているため記入不要 ）。

①新設する教科の名称

②新設する教科の目標

（教科ごと、学年ごとに記入すること ）③新設する教科の各学年の目標及び内容 。



（３）削減する教科について

（教科ごとに記入すること ）①削減する教科の名称及び授業時数 。

（教科ごとに記入す②学習指導要領に示す内容のうち、削減する内容及び授業時数。
ること ）。

③削減する教科について、学校教育法又は学習指導要領に示す趣旨やねらい、目標、
（削減した教科内容を新設した教内容を達成するためにどのような工夫を行うか。

科において教えるなど ）。

（４）学習指導要領に示す各教科の指導内容の異なる学年への移行について

①指導内容を移行する教科等の名称

②移行する内容及び移行先の学年

（５）高等学校の全日制の課程・定時制の課程における通信の方法を用いた教育による単
位認定について

①単位認定を行う教科・科目
（教科・科目ごとに、名称、単位数、添削指導・オンデマンド型の授業・面接指導
の回数を記入すること）

（最大３６単位）②認定する単位数の上限

（できる限り具体的に記入すること ）③必要な体制等 。

・添削指導・オンデマンド型の授業・面接指導を実施するために必要な
教職員の配置



・添削指導に用いる教材等の準備
・オンデマンド型の授業を実施する場合の指導方法
・学習の状況や結果の評価方法 等

（上記（２）～（５）に該当しない特例を記入すること ）（６）その他 。

（７）教育課程表について

※ 別添の表を参考とし、別紙により提出すること。

（８）適用開始時期について

５ 特別の教育課程を編成して教育を実施する際の不登校児童生徒等又は療養等による長期
（ 。）欠席生徒等の実態に配慮した指導上の工夫について できる限り具体的に記入すること

・教育相談員の配置等、不登校児童生徒等又は療養等による長期欠席生徒等に
対する相談体制の整備

・教職員による病院や家庭への訪問等を通じた児童生徒や保護者に対する支援
・学校外の関係機関等との連携
・不登校児童生徒等又は療養等による長期欠席生徒等の学習状況にあわせた
少人数指導や習熟度別指導 等

（各事項の分量は、適宜調節して差し支えない ）。



別 添

●●●学校 教育課程表（平成○○年度）

各教科の授業時数 総 総
道 特 学合 授新

国 社 算 理 生 音 図 家 体 別 習的 業設
画 活 のな 時教
工 徳 動 時 数科

語 会 数 科 活 楽 作 庭 育 間

第１学年

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

第２学年

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

第３学年

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

第４学年

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

第５学年

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

第６学年

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

計

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）（ ）

※ 表中のカッコ内には、標準授業時数を記入すること。



担 当 者 名 簿

１ 学 校

①名 称

②住 所 〒

③連 絡 先 代表 （内線 ）

直通 ＦＡＸ

Ｅ-mail

ホームページＵＲＬ

④校 長 名

２ 管理機関

①名 称

②住 所 〒

③連 絡 先 代表 （内線 ）

直通 ＦＡＸ

Ｅ-mail

④担 当 者 （所属・職名等についても記入すること ）。



別記様式３（Ａ４ たて型 横書き）

年 月 日

文部科学大臣 殿

管理機関名

印

実 施 計 画 変 更 申 請 書

別紙実施計画変更書のとおり、下記の学校において実施計画を変更したいので、当該学校

の同意書を添えて申請します。

記

学 校 名

校 長 名

所 在 地



別記様式４（Ａ４ たて型 横書き）

年 月 日

学 校 名

印

校 長 名

同 意 書

別紙実施計画変更書のとおり、本校において実施計画を変更することに同意します。



別 紙

実施計画変更書

※変更がある箇所のみ記入すること。
１ 学校名

（学年ごとに記入。提出の際に学校が設置されていない場合は予定 ）２ 児童生徒数 。

（どのような不登校児童生徒等又は療養等による長期欠席生徒等を３ 対象となる児童生徒
対象とするのか、できる限り具体的に記入すること。また、４（５）の特例を実施する場
合等においては、不登校状態又は療養等による長期欠席状態の判断基準をできる限り具体
的に記入すること ）。

４ 教育課程の内容
（１）教育課程の基準の特例の概要

（該当する場合のみ記入。以下（３）～（５）（２）小学校における教科の新設について
において同じ （なお、中学校・高等学校の場合は、学習指導要領上教科の新設が。）
認められているため記入不要 ）。

①新設する教科の名称

②新設する教科の目標

（教科ごと、学年ごとに記入すること ）③新設する教科の各学年の目標及び内容 。



（３）削減する教科について

（教科ごとに記入すること ）①削減する教科の名称及び授業時数 。

（教科ごとに記入す②学習指導要領に示す内容のうち、削減する内容及び授業時数。
ること ）。

③削減する教科について、学校教育法又は学習指導要領に示す趣旨やねらい、目標、
（削減した教科内容を新設した教内容を達成するためにどのような工夫を行うか。

科において教えるなど ）。

（４）学習指導要領に示す各教科の指導内容の異なる学年への移行について

①指導内容を移行する教科等の名称

②移行する内容及び移行先の学年

（５）高等学校の全日制の課程・定時制の課程における通信の方法を用いた教育による単
位認定について

①単位認定を行う教科・科目
（教科・科目ごとに、名称、単位数、添削指導・オンデマンド型の授業・面接指導
の回数を記入すること）

（最大３６単位）②認定する単位数の上限

（できる限り具体的に記入すること ）③必要な体制等 。

・添削指導・オンデマンド型の授業・面接指導を実施するために必要な
教職員の配置



・添削指導に用いる教材等の準備
・オンデマンド型の授業を実施する場合の指導方法
・学習の状況や結果の評価方法 等

（上記（２）～（５）に該当しない特例を記入すること ）（６）その他 。

（７）教育課程表について

※ 別添の表を参考とし、別紙により提出すること。

（８）適用開始時期について

５ 特別の教育課程を編成して教育を実施する際の不登校児童生徒等又は療養等による長期
（ 。）欠席生徒等の実態に配慮した指導上の工夫について できる限り具体的に記入すること

・教育相談員の配置等、不登校児童生徒等又は療養等による長期欠席生徒等に
対する相談体制の整備

・教職員による病院や家庭への訪問等を通じた児童生徒や保護者に対する支援
・学校外の関係機関等との連携
・不登校児童生徒等又は療養等による長期欠席生徒等の学習状況にあわせた
少人数指導や習熟度別指導 等

（各事項の分量は、適宜調節して差し支えない ）。



別 添

●●●学校 教育課程表（平成○○年度）

各教科の授業時数 総 総
道 特 学合 授新

国 社 算 理 生 音 図 家 体 別 習的 業設
画 活 のな 時教
工 徳 動 時 数科

語 会 数 科 活 楽 作 庭 育 間

第１学年

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

第２学年

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

第３学年

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

第４学年

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

第５学年

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

第６学年

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

計

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）（ ）

※ 表中のカッコ内には、標準授業時数を記入すること。



担 当 者 名 簿

１ 学 校

①名 称

②住 所 〒

③連 絡 先 代表 （内線 ）

直通 ＦＡＸ

Ｅ-mail

ホームページＵＲＬ

④校 長 名

２ 管理機関

①名 称

②住 所 〒

③連 絡 先 代表 （内線 ）

直通 ＦＡＸ

Ｅ-mail

④担 当 者 （所属・職名等についても記入すること ）。



1 7文科初第485号
平成 17年 7月 6日

各都道府県教育委員会
各指定都市教育委員会
各都道府県知事
附属学校を置く各国立大学法入学長

殿

文部科学省初等中等教育局長
銭谷良美

学校教育法施行規則の一部を改正する省令の施行等について

(印影印刷)

(通知)

このたび，別添のとおり， r学校教育法施行規則の一部安改正する省令J(平成 1
7年文部科学省令第 38号)， r学校教育法施行規則の規定によらないで教育課程を
編成することができる場合を定める件J(平成 17年文部科学省告示第98号)及び
f教育課程に関し学校教育法施行規則の規定によらない場合における高等学校又は
中等教育学校の後期課程の全課程の修了の認定について定める件J(平成17年文部
科学省告示第99号)が平成 17年 7月 6日に公布，問日に施行されるとともに，
「不登校児章生徒等を対象とする特別の教育課程を編成して教育を実施する学校に
関する指定要項J(文部科学大臣決定。以下 f指定要項Jという。)が同日に決定さ
れました。
今回の改正又は制定の趣旨，内容及び留意事項は，
御了知し、ただくようお願いします。

下記のとおりですので，十分

また，各都道府県教育委員会におかれては，所管の学校及び域内の市町村に，各
都道府県知事におかれては，所轄の学校及び学校法人に対して，このことを十分周
知されるようお願いします。

第 1

記

趣旨
今回の改正又は制定の趣旨は，不登校児童生徒等の実態に配慮した特別の
教育課程を編成する必要があると認められる場合，特定の学校において教育
課程の基準によらずに特別の教育課程を編成することができるようにするも
のであり，構造改革特別区域法(平成 14年法律第 189号)第2条第3項
に規定する規制の特例措置である「不登校児童生徒等を対象とした学校設置
に係る教育課程弾力化事業j を，同法の定める手続によらずに実施できるこ
ととするものであること。

kabuto
参考１



第 2 内容
1 学校教育法施行規則及び告示関係
( 1 )学校生活への適応が困難であるため相当の期間小学校，中学校，高等学校
又は中等教育学校(以下「小学校等」という。)を欠席していると認められる
児童生徒，高等学校(中等教育学校の後期課程を含む。以下同じ。)を退学し，
その後高等学校に入学していないと認められる者又は高等学校の入学資格を
有するが，高等学校に入学していないと認められる者(以下「不登校児童生
徒等」という。)を対象として，その実態に配慮した特別の教育課程を編成し
て教育を実施する必要があると文部科学大臣が認める場合，教育課程の基準
によらずに特別の教育課程を編成して教育を実施することができることとす
ること。(学校教育法施行規則(昭和 22年文部省令第 11号。以下「施行規
則」という。)第 26条の 3，第 57条の4関係)
( 2 )教育課程の基準によらないで教育課程を編成することができる場合は，文
部科学大臣が，不登校児童生徒等の実態に配慮した特別の教育課程を編成し
て教育を実施する必要があると認めて小学校等を指定する場合とすること。
(文部科学省告示第 98号関係)

( 3 )施行規則第63条の2ただし書の規定に基づき，教育課程に関し同令の規
定によらない場合における高等学校の全課程の修γの認定について，特別の
教育課程を編成して教育を実施する高等学校の指定に係る実施計画に従った
教科若しくは科目又はこれらに準ずるものを履修し又は習得した生徒につい
て行うものとすること。(文部科学省告示第 99号関係)
(4 )その他所要の規定の整備を行うこと。

2 指定要項関係
不登校児童生徒等を対象とする特別の教育課程を編成して教育を実施する
小学校等に関し，以下の項目について指定要項において定めること。
①趣旨
② 小学校等の指定
③ 実施
④ 報告の依頼等
⑤ 実施計画の変更
⑥ 文部科学大臣の是正措置等
⑦ 経過措置(指定要項の決定の際現に構造改革特別区域法第4条第8項の
規定による内閣総理大箆の認定を受けて特別の教育課程を編成して教育を
実施している小学校等に係る経過措置。)

第 3 留意事項
1 児童生徒について，不登校状態であるか否かは，小学校又は中学校におけ
る不登校児童生徒に関する文部科学省の調査で示された年間 30日以上の欠
席という定義が一つの参考となり得ると考えられるが，その判断は小学校等
又はその管理機関が行うこととし，例えば，断続的な不登校や不登校の傾向
が見られる児童生徒も対象となり得るものであること。
他方，不登校児童生徒等以外の児童生徒については，特別の教育課程の対
象にはなり得ないこと。

2 特別の教育課程とは，怒法，教育基本法の理念を踏まえ，学校教育法に定
める学校教育の目標の達成に努めつつ，施行規則の定めにかかわらず編成さ
れる教育課程であること。



3 特別の教育課程を実施するにあたっては，不登校児童生徒等の実態に配慮
し，例えば不登校児童生徒等の学習状況にあわせた少人数指導や習熟度別指
導，個々の児童生徒の実態に即した支援(家庭訪問や保護者への支援等)，学
校外の学習プログラムの積極的な活用など指導上の工夫をすることが望まし
し、こと。

4 (1)市町村が新たに設置する高等学校若しくは中等教育学校又は学校法人
が新たに設置する小学校，中学校，高等学校若しくは中等教育学校にお
いて特別の教育課程を編成して教育を実摘することを希望する場合，当
該学校の設置認可の前に，特別の教育課程を編成して教育を実施する必
要がある学校として指定を受ける必要があること。

( 2 )市町村が新たに設置する高等学校幸子しくは中等教育学校又は学校法人
が新たに設置する小学校，中学校，高等学校若しくは中等教育学校につ
いて，文部科学大臣が指定をした際には，文部科学省はその旨を速やか
に，当該学校の設置認可権者(市町村立の高等学校又は中等教育学校に
ついては都道府県教育委員会，私立の小学校，中学校，高等学校又は中
等教育学校については都道府県知事)に対して通知することとしている
ので，その旨留意すること。

5 指定を受けた小学校等については，文部科学省ホームページにおいて公表
するものであること。

kabuto
次頁以降略



20文科初第8077号

平成21年3，月31日

各都道府県教育委員会教育長

各指定都市教育委員会教育長

各　都　道　府　県　知　事

附属学校を置く各国立大学法人学長

構造改革特別区域法第12条第1項の

　　認定を受けた地方公共団体の長

殿

文部科学省初等中等教育局長

　　　　　　　金　森　　越　哉一・ご一・一…

　　　　　　　　　　　　　　　一　て印影印刷）

高等学校の全日制課程及び定時制課程における不登校生徒に対する

通信の方法を用いた教育による単位認定について（通知）

　不登校児童生徒への対応に当たっては、平成15年5，月16日付け文科初第255号

「不登校への対応の在り方について」を始めとする一連の通知等を踏まえ、関係者におい

て、これまでにも様々な努力がなされているところですが、このたび、学校教育法施行規

則（昭和22年忌部省令第11号。以下「施行規則」という。）第86条に基づく指定を

受けることにより、高等学校（中等教育学校の後期課程を含む。以下同じ。）の全日制の

課程及び定時制の課程において、学校生活への適応が困難であるため、柑当の期間高等学

校を欠席していると認められる生徒（以下「不登校生徒」という。）を対象として、通信

の方法を用いた教育により、一定の範囲内において単位認定を行うことができることとし

ました。趣旨、内容及び留意事項は、下記のとおりですので、十分御了知いただくようお

願いします。

kabuto
参考２



また、各都道府県教育委員会におかれては、所管の高等学校及び指定都市を除く域内の

市町村教育委員会に対して、各指定都市教育委員会におかれては、所管の高等学校に対し

て、各都道府県知事及び構造改革特別区域法（平成１４年法律第１８９号）第１２条第１

項の認定を受けた地方公共団体の長におかれては、所轄の学校及び学校法人等に対して、

このことを十分周知されるとともに、必要な指導等をお願いします。

なお、本通知は、構造改革特別区域基本方針に基づく特例措置において認定されたもの

を全国的に実施できることとしたものであり、平成１６年３月３０日付け１５文科総第２

４８号「構造改革特別区域基本方針（平成１６年２月２４日閣議決定）に基づく特例措置

について（通知）」の記２については、今後、本通知によることとします。

記

第１ 趣旨

高等学校の全日制の課程及び定時制の課程に在籍している不登校生徒の中には、学習

意欲はありながら登校できないために、原級留置、転学、中途退学をせざるを得ない者

もおり、このような生徒に対する学習の機会の充実が求められている。このような生徒

を対象として、通信の方法を用いた教育により単位認定を行うことを一定の範囲内で認

めることにより、学習意欲はありながら登校できない生徒が、原級留置、転学、中途退

学することなく不登校状態を解消し、卒業することができるようになることが期待され

る。

このため、施行規則第８６条に基づく指定を受けることにより、高等学校の全日制の

課程及び定時制の課程において、不登校生徒を対象として、通信の方法を用いた教育に

より単位認定を行うことができることとする。

第２ 内容

１ 高等学校の全日制の課程及び定時制の課程において、不登校生徒を対象として、高等

学校学習指導要領（平成１１年文部省告示第５８号）第１章第８款（通信制の課程にお

ける教育課程の特例）に定める各教科・科目の添削指導の回数及び面接指導の単位時間



数の取扱い等（ラジオ放送、テレビ放送その他の多様なメディアを利用して行う学習を

取り入れた場合の取扱いを含む。）に準じた特別の教育課程を編成して教育を実施する

必要があると文部科学大臣が認める場合においては、通信の方法を用いた教育により単

位認定を行うことを３６単位を上限として認めることとすること。

２ １の措置が認められる場合は、施行規則第８６条、「学校教育法施行規則の規定によ

らないで教育課程を編成することができる場合を定める件」（平成１７年文部科学省告

示第９８号）、「教育課程に関し学校教育法施行規則の規定によらない場合における高

等学校又は中等教育学校の後期課程の全課程の修了の認定について定める件」（平成１

７年文部科学省告示第９９号）及び「不登校児童生徒等を対象とする特別の教育課程を

編成して教育を実施する学校に関する指定要項」（文部科学大臣決定。以下「指定要

項」という。）に基づき、文部科学大臣が当該高等学校を指定する場合とすること。

３ 指定要項について所要の改正を行うとともに、その際現に構造改革特別区域法第４条

第８項の規定による内閣総理大臣の認定を受けて、構造改革特別区域基本方針に基づく

「高等学校全日制課程において不登校状態にある生徒に対するＩＴ等の活用による学習

機会拡大事業」に係る規制の特例措置の適用を受けている高等学校について、経過措置

を設けることとすること。

第３ 留意事項

１ 通信の方法を用いた教育を実施する体制が不十分である場合、生徒の不登校状態が深

刻化することや安易な単位認定が行われること、他の生徒に対する教育の質が低下する

こと等の弊害が生じることが懸念されることから、通信の方法を用いた教育を実施する

場合には、全日制の課程及び定時制の課程の教育を実施するために必要な教職員等の体

制に加え、あらかじめ、通信の方法を用いた教育を実施するために必要な教職員等の体

制を整備することや、通信の方法を用いた教育を実施する場合の具体的な指導計画を作

成すること等が必要であること。

その際には、不登校生徒に対する適切な対応のために、あらかじめ、各学校において

中心的かつコーディネーター的な役割を果たす教員や、通信の方法を用いた教育を行う



教員を明確に位置づけることが必要であるとともに、研修等を通じた各教職員の資質の

向上に努めることが望ましいこと。

２ 今回の措置により認められる通信の方法を用いた教育は、学習意欲はありながら登校

できない生徒が、原級留置、転学、中途退学することなく不登校状態を解消し、卒業す

ることができるようにすることを目的としていることから、指導を行うにあたっては、

不登校生徒の実態に配慮し、例えば、教職員が生徒の状況に応じて家庭への訪問を行う

こと等を通じて、その生活や学習の状況を把握し、生徒本人やその保護者が必要として

いる支援を行うことや、学校外の関係機関等と積極的な連携を図る等の指導上の工夫を

することが望ましいこと。その際には、生徒が学習意欲を持って主体的に学校に通うこ

とができるよう、自らの生き方や将来に対する夢や目的意識について考えるきっかけを

与えることのできる指導を行うことが重要であること。

なお、不登校状態を解消し、卒業することができるようにするという目的に鑑み、学

習意欲がない者や不登校状態が解消する見込みのない者、学習成果を評価することがで

きないような者等に対して単位認定を行うような安易な運用が行われることのないよう

留意すること。

３ 高等学校教育においては、教師との対面を通じての触れ合いや生徒同士の集団活動が

極めて大切であると考えられることから、通信の方法を用いた教育を実施する場合であ

っても、対面による面接指導や集団活動等の機会を十分に確保することが望ましいこ

と。

４ 全日制の課程及び定時制の課程においては、施行規則第９７条から第９９条まで（定

時制の課程については第９８条及び第９９条。以下同じ。）の規定に基づき、同一の高

等学校の通信制の課程又は他の高等学校の通信制の課程を併修した場合等に３６単位を

上限として単位認定を行うことが認められているが、今回の措置により認められる通信

の方法を用いた教育による単位認定についても、全日制の課程及び定時制の課程におい

て、通信の方法を用いた教育により単位認定を行うという点において共通するものであ

ることから、今回の措置における通信の方法を用いた教育により認定することができる

単位数は、施行規則第９７条から第９９条までの規定に基づく単位認定による単位数と



合計して３６単位までとすること。

５ 第２内容２の指定には、一定の審査等の期間を要することに留意すること。なお、審

査等の円滑な実施のため、指定を希望する場合には、あらかじめ下記担当まで申請内容

について相談を行うことが望ましいこと。

６ その他、平成１７年７月６日付け１７文科総第４８５号「学校教育法施行規則の一部

を改正する省令の施行等について（通知）」の記第３留意事項１，２，４，及び５につ

いて留意すること。

〔本件連絡先〕

文部科学省 初等中等教育局

初等中等教育企画課 教育制度改革室

高校教育改革係 佐藤、谷垣

（電 話） 03-5253-4111（内線2349）

（ファックス） 03-6734-3731

（メールアドレス) syokyo@mext.go.jp
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